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ソディックはマシニングセンタ（MC）の新製品や放電加工機、
射出成形機を紹介。金型の製造と成形工程の一連のソリュー
ションを披露した。リニア駆動のMC「UX450L」の高速性
や工具交換時間の短縮といった生産性向上に関する機能に来場
者は興味を示していた。成形技術に関することでは、中国現地
のユーザーの視点が変化していることを同社は指摘。「たとえ
ば、タイプCのコネクターに関連した部品は難燃性の材料が
使用されているものがある。『成形時のガスで成形機のスク
リューが腐食するのでどうすればよいか』といった問合せを受
けたことが印象的だった」（ブース担当者）。装置の価格や機能
に加え、設備保全に関することなど、具体的な運用術へ関心が
移っていることがうかがえた。

各種工作機械向けのセンサを展示したメトロール。
日本国内で実績がある研削盤向けの高精度接点式の
タッチプローブを提案した。

〈View〉

中国・深圳で工作機械の大規模展示会が開催

中国の 4 大都市の 1 つであり、IT や精密機械
産業の集積地域の 1 つである深圳で、各種工作
機械や切削工具、ロボットなど自動化機器に関す
る展示会「2023DMP 大湾区工業博覧会」が
2023 年 11 月 27～30 日の 4 日間、深圳国際会
展中心で開催された。主催は訊通展覽公司。中国
国内の工作機械や切削工具のメーカーなどが出展。
会期中は 17 万人が来場した。日本のメーカーで
はソディックや芝浦機械、THK などが出展し、
主力製品や加工・運用事例を披露した。電気自動
車（EV）や医療機器の部品製造に関する技術に

加え、各種工作機械をロボットと連携させた運用
事例を提案する出展社が目立った。新型コロナウ
イルス感染症が収束しつつある状況での開催でも
あり、来場者は新たな需要が見込まれる製品の製
造技術や品質と生産性向上の両立を検討しながら、
各社のブースで製品や技術に関する情報収集と商
談を行っていた。そうした中で、出展した日本の
メーカーには精密加工向けの各種工作機械や切削
工具に加え、IoT や AI を活用した技術などを提
案し、顧客開拓・囲い込みを進めることでビジネ
スチャンスを獲得しようとする姿勢が見られた。


